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はじめに

1912年 (大正元年)に 日本で創作された大正琴は、大正末期から昭和初頭にかけてアジア

各国に大量に輸出された。その結果、南アジアや東南アジアにおいて、大正琴はその地域の

音楽に適応するように各地域で改良が施されて、楽器名称も変わり、外来楽器として受容さ

れていった。本稿でとりあげるインドネシアに伝播した大正琴もその例外ではなく、ロンボッ

ク島やバリ島に伝播した事例がこれまでに紹介されている。

バリ島の事例として、筆者はすでに中西部タバナン県のプジュンガン村に伝承されている

ノリンとよばれる大正琴を起源にもつ楽器について言及したが (梅田 2010:71-83)、 本稿

では、バリ島東部カランガスム県の県庁所在地であるアムラプラ周辺で演奏されている大正

琴を起源とした楽器プンテイン pentingを とりあげ、この楽器の概観および受容の過程と

その展開について、2010年 に行った二回の現地調査にもとづいて報告を行う
1。
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プンティンに関する記録

プンティンに関する正確な記述や研究はほぼ皆無である。インドネシア政府やバリ州政府
の公的機関が編集 してきたバリの楽器に関する記述の中にはこの楽器について全 く触れられ

ていない上、研究者によってもほとんど取 り上げられてこなかった。一つにこの楽器がガム

ランと異なり、伝統音楽の枠組なの中になく、20世紀初頭に伝播 した外来の楽器であると認

識されていたこと、またその演奏される地域がバリ島束部の一地域に限定されていたことに

拠る。伝統の文脈にも、国民文化の脈絡にも相容れないプンティンは、地方の楽器として重

要視されることなくこれまでの間、細々と伝承されてきた。

この楽器に焦点を当てて、一地方のその特異な楽器形態と演奏の伝承を紹介したのは、バ

リで発行 されていた雑誌の一記事のみである。ひじょうにマイナーな雑誌であり、この雑誌

により、プンティンの存在が広 くバリの人々に周知されたとは到底言い難いが、「プンティ

ンーーバリにおける希少な音楽芸術J(原文はインドネシア語)と 題された記事には、プン

ティンを演奏する一人の演奏者の写真が掲載され、この楽器が用いられる芸能について紹介

されている (Antara 1994)。 またこの記事から16年後の2010年 には、「カランガスム県特有

のガムラン芸術プンティンーー消滅の危機から今まさに復興するJ(原文はインドネシア語 )

と題された記事が、先の記事と同じ著者により、タブロイド紙に掲載された (Antara 2010)。

二つの記事の内容には一部重複も見られるが、重要なことは、1994年の記事は、伝承が危
ぶまれるプンティンのアンサンブルの紹介とその記録を目的にしている一方、2010年の記事

では、復興 したプンティンのアンサンブルの歴史やその復興の過程 と現状の活動に重点を置
いて記述 している点にある。

■■||■1隋|

写真 1 カセットの表紙

(中 央の演奏者がプンティン

を演奏している。)

写真 2 カセットの表紙

(左下の演奏者がプンティン

を持っている。)

写真 3 CDの 表紙

(前列の三名がプンティンの演奏している。)
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こうした数少ない記述から、アムラプラ周辺にプンテインのアンサンブルが存在すること

がわかる一方、市販の音楽資料の表紙などに演奏者とともにプンテインが撮影されているも

のがあり、画像からその存在をうかがい知ることもできる。一つはゲンジェツgeniekと よ

ばれる芦楽アンサンブルのカセツトテープの表紙に掲載されたゲンジェッの伴奏楽器として

のプンテインであり (写真 1の 中央、写真 2の左下 )、 もう一つは トウンガナン村のガムラ

ングループが録音 した東部バリのガムラン音楽を集めた CDの表紙に掲載されたプンテイン・

アンサンブルである (写真 3の 前列)。 前者の録音では、声楽アンサンブルの伴奏 として一

台のプンテインが用いられていることが聴 きとれる。また後者の CDも 、ゲンジェッの旋律

をアレンジしたことが曲名からうかがい知ることができるが、後者は器楽のアンサンブルと

してプンテインが用いられていることがわかる。

このような雑誌記事や録音資料から、プンテインには二つの異なる用い方を見出すことが

できる。すなわち、一つは声楽アンサンブルのゲンジェッの伴奏音楽としての用い方であり、

もう一つは、複数のプンテインが用いられる器楽アンサンブルでの用い方である。

楽器プンテインの概観

プンテインの名称の由来ははっきりしないが、この楽器の演奏者であり、楽器製作者でも

あるアナ ッ・アグン・グデ・クリシユナ・ ドウイパヤナ Anak Agung Gede Kresna

Dwipayanaは 、この言葉はバリ語で紐や弦を「引っ張るJを意味するプンタン pentang、

またバ リ語で「手を動かすJを 意味するムンテイン mentingが 語源ではないかと述べる

(Dwipayana,p.c.,2010)。

カランガスム県で用いられているプンテインは、かつては各村落や集落において独自に製

作されていた。今なお演奏グループのメンバーがイ国人で製作することが多いが、現在はアム

ラプラ市内のクルタ・ラハルジャ集落に住むプンテイン製作者イ・ワヤン・ライ I Wayan

Raiが工房で楽器の販売 もしてお り、バ リ各地でゲンジェッを_L演 するグループの人々がこ

の場所でプンテインを買い求めることが多い。本節では、現在この工房で製作されカランガ

ライが製作 したプンティン写真 4
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スム県内で広 く用いられているプンテインと、他の集落で独自に製作されている楽器とを比

較 しながら、楽器の構造などについて概観 したい。

写真 4の ライが製作 したプンテインは、長さが約70セ ンチ、幅が15セ ンチ、共鳴箱 (プラ

ヮ pelawah)の部分の高さは約 5セ ンチである。共鳴箱は厚 さ4ミ リ程度の合板でできて

おり、天板には依頼者の注文によつて写真のような楽器装飾のための彫刻 した板が取 り付け

られる。

音階ボタン (プ ンゴンチェ pengonietあ るいはプコチェッ pekocet)の 数は16個 だが、

大正琴 と異なり、半音の位置がピアノの黒鍵部分に該当せず、かつ黒鍵部分は演奏に用いな

いため装飾的な役割として取 り付けられているだけである。またライ以外が制作したプンテイ

ンの音階ボタンの数は16個 より少ないものも多いものもあり、その数に厳密な規定はない。

ライが製作 した音階ボタンの素材は、現在のインドネシアでは流通 しなくなった50ル ピアコ

インが用いられている (写真 5)。 またイスラム集落で作 られた楽器には、写真 6の ように

タイプライターのキーがそのまま用いられている楽器もある2。

音階ボタンから伸びる弦を抑える柱 (プ ンギレッ pengiret)は鉄製である。ライ製作の

楽器では 9本の弦が貼られてお り、中央の 3本の弦はギターの第 3弦、両脇から3本ずつは

ギターの第 1弦 を使用 している。しかしアムラプラ周辺のプンテインが古 くから9弦だった

わけではなく、現在でも5弦 (写真 7)、 7弦 (写真 8)でできているものもある。ギター

で用いられる糸巻 きは、1990年代から用いられるようになったが、かつては日本の古い大正

琴と同様に鉄製のピンのようなもので弦を調整 していた。1980年代に製作された写真 7の 5

弦のプンテインの糸巻 き部分には、まだピン型の糸巻きが用いられている。また写真 8は 、

6本の弦にはギターの糸巻 きが用いられているが、中央の 1本にはねじ式のペグが用いられ

ている。

演奏方法は、写真 9の ように、演奏者はあぐらをかいて、ギターを演奏するように楽器を

地面に垂直にして、左手でボタンを押さえ、右手にビック (プ ンゴテッ pengotek)を 持ち、

写真6 タイプライター・キー使用の音階ボタン写真 5 コイン使用の音階ボタン
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写真 7 5弦のプンティン 写真 8 7弦 のプンティン

|‐|■■■||||‐ |||■|
写真10 エレキギターのような形のネック

マンドリンのように トレモロ奏法で演奏する。ギター同様、楽器にス トラップをつけ体にか

けて演奏する場合もある。カランガスム県の一部には、この楽器をマンドリンとよぶ地域 も

あるが、スティール弦をトレモロ奏法で演奏するマンドリンとその奏法と音が類似 している

からではないかと推測できる。近年ではギターをイメージして製作された楽器が登場 し、ネッ

クの部分はエレキギターのデザインを模 して作 られている (写真 10)。

調律はそれぞれのグループが所有する竹笛のスリンに合わせることから、村落により微妙

に異なっている。基本的にはどの集落 もペロッグ pelog音 階 (五音音階 )、 スレン ドロ

写真 9 プンティンの演奏姿勢
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slendro音 階 (四音音階、五音音階)の作品を演奏するため、一山の中でダイア トニツクの

すべての音を用いることはない。

プンテインの受容と展開

カランガスム県におけるプンテインの受容とその展開については、先にあげた二つの雑誌

記事 (Antara 1994,2010)と 、 ドウイパヤナが複数の年配の奏者の間き書 きをまとめた

「プンテインーー カランガスム独特の伝統的楽器」 (原文はインドネシア語)と 題する未発表

の論考に言及されている。本稿では、前掲の雑誌記事 と未発表の論考の記述に加え、数人の

演奏者からの聞き取 り調査をもとにプンテインの歴史を概観 したい3。

ドゥイパ常ナの論考によると、プンテインはバリ島に東隣するロンボック島で誕生 したと

され、それがロンボック島の芸能であるチヤクプン cakepung4、 ルバナ rebana5、 ワヤン・

ササ ツク Wayang Sasak6と ともに伝播 したとされる7。 18世紀、カランガスム王国 (現在

のカランガスム県)は東隣するロンボック島を侵略 してその西部地域を支配下に収めたこと

から、バリの他の地域に比べるとロンボック島からイスラム系の楽器や芸能が伝播 しており、

ドゥイパヤナは、プンテインもまたそうして伝播 した楽器の一つととらえている。またアン

タラは、ロンボックで誕生 してバリに伝播 した ドウイパヤナの説に加えて、ジヤワから伝播

した説、中国から伝播 した説の三つを併記 している (Antara 2010:25)。 しかしこれらの

どの説も、プンテインがバリ島外から受容されたという点で共通 している。

プンテインはすでにオランダ植民地時代にあり、植民地時代に開催された芸術祭 (ン グラ

ジャ・クニンNgraia Kuning)に おいて、ルバナのアンサンブルの楽器の一つとして演奏

された (Antara 2010:25)。 また1930年 にカランガスムの王が開催 した儀礼で、イスラム

の芸能であるルバナやルダット rudatSと 呼ばれる芸能の音楽の中にプンテインが見られた

という内容がロンタル文書に残されているという
。
。

これらの記録や伝承などから、バリで初期に用いられたプンテインは、イスラムの音楽や

芸能の楽器 として用いられていたものが伝播 したこと、またルバナのような器楽アンサンブ

ルや、ルダット、ワヤン・ササツクといつた芸能の伴奏音楽として用いられていたことがわ

かる。

ドゥイパヤナヘのインタヴユーによると、1950年代から1960年代前半に入ると、プンテイ

ンはイスラムの芸能だけではなく、バリのガムラン楽器の代用としてヒンドウー社会の中に

も受容 されていつたという (Dwipayana,pC,2010)。 当時は、ゴング・クビヤル gong

kebyarと よばれる新 しい編成のガムランがバリの各村落に急激に受容され始めた時期で、

新 しい器楽作品や舞踊作品が次々と誕生 していた。こうした作品をゴング・クビヤルを持た

ないアムラプラ周辺の集落の人々が、複数のプンテインにさまざまな青銅製の拍節楽器、ス
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リンを加えて大編成のアンサンブルを組織 した。この編成はアムラプラではガムラン・プンアイン gamelan penting、 もしくは単にプンティンとょばれ、アムラプラ周辺には複数のグループが存在 したとぃぅ。 しかし、1965年 9月 30日 事件以降の共産主義者に対する粛清の後、 しばらくの間、集会が禁止されたことから娯楽のためのこうしたガムランの練習を行うことができなかったこと、さらにアムラプラ周辺の各集落へのゴング・クビャルの導入とともに代用楽器としての役割を失ったことから、ガムラン・プンティンは衰退 してぃった。その後、このアンサンブルは、1980年代にバ リの芸術アカデミー (Akademi seni TarilndOnesia,Denpasar)を
中退 したィ・ク トゥ。バヮ I ketut Bawaが中心になって復興が行われ、ァムラプラ市内のチュルック .ヌ ガラ集落に「シナル・ィスヮラ Sinar lswaraJというグループが結成されて再び活動が始まった (Antara 201o:25)。 しかし、このグループもしばらくして活動を停止するが、その後、カランガスムの王宮が中′と、となって、ィダ .バグス・ジャャ .ヌ ガラ Ida Bagus Jaya Negaraに

より指導されたグループの活動が行われた。こぅしたヵランガスム王宮の活動に呼応するように再び、「シナル・ィスヮラ」の活動 も再開したが、両グループとも199o年代前半にはガムラン・プンティンの活動を中止 してしまってぃる (Antara 1994:29)。

1993年 10月 、アムラプラ市内のバタンハ集落のチャクプンのグループ、「ガラン・ヵンギン Galang Kangin」 のリーダーでぁるグスティ .バ グス .ジ ャャ Gusti Bagus Jayaに
より、ガムラン・プンティングが再興され、さらにチャクプンの伴奏楽器の一つとしてプンテインが採 り入れられる。ジャャはこの導入の理由について次のように語ってぃる (Jaya,p.c.,201o)。

1990年 代前半、アムラプラから近いチャンディ .ダサが観光地として開発されたおかげで、バ リの観光中心地から離れてぃたにも関わらず、多 くの観光
~3iが

ァムラプラまで足を延ばすょぅになりました。またァムラプラの演奏者たちもチャンディ .ダサのホテルに演奏に出かけることが多 くなりました。当時、われわれチャクプンのグループは、伴奏楽器を伴わない声だけのグループで、ヵランガスムの王宮やチャンディ .ダサで観光客向けの上演を行ってぃましたが、観光客がより楽 しめるようにいくっかの楽器を加えたのです。そのときの楽器の一つにアムラプラ独自の旋律楽器でぁるプンティンを加えました。またチヤクプンだけでなく、同じ舞台でプンティンを用いて、ゴング・クビャルの舞踊曲を_L演しました。 しかし、グループの事情や199o年代後半からは再び観光客が減少 したことから上演は行われなくなりました。現在 もグループは休眠中です。
ジヤヤによるプンティンの復興については、ァンタラの記事からも確認ができる。このインタヴュ_に よれば、199o年代初頭には、バリ東部地域における観光との関わりからプンティンが復興され、新たにチャクプンにプンティンを導入したことがゎかるのである。
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折 りしもジヤヤがチヤクプンにプンテイン

を導入した直後、バリではチヤクプンなどの

声楽アンサンブルから派生した芸能ゲンジェツ

が、急激にバリ全体で認知されるようになつ

てぃった。もともとこの芸能は、ヤシ酒を飲

みながら楽 しく雑談するクラブ的集まりの場

において誕生 した芸能であるといわれ (植山

2004:212)、 バリ東部で上演されていたが、

アムラプラ郊外のジヤスリ村のゲンジエツの

グループ「ゲ ンジエツ・ス トレス Geniek

StressЮ 」による録音が、カセツトテ~プ と

して1996年 に発売されたことを契機としてn、 このアンサンブルはバリ全土において爆発的

な人気を博し、翌1997年 にはバリ芸術祭でゲンジエツのコンテストが実施されるほどになっ

た (植山 2004:215)。 写真11は 「ゲンジエツ・ストレス」の上演の様子である。

このグループは1995年の設立時からゲンジエツの伴奏音楽にプンテインを用いていたoほ

ぼ同時期にさまざまなゲンジェツのグループが各地に設立され、グループにより加えられる

楽器の種類に違いはあるものの、アムラプラ周辺ではプンテインはゲンジェツにとつて不可

欠な楽器としての地位を確立した。

一方、1990年代中頃からしばらく演奏されなかつたガムラン・プンテインは2004年、アム

ラプラ出身の知識人により再び注目され、若い世代の育成が開始される。中心になつたイ・

ヮヤン・ウイダナ I Wayan Widana(1966 )は カランガスム県の地方公務員であり、

2000年 に地方分権が開始されて以降、故郷であるアムラプラの文化的アイデンテイテイを模

索し、子どもの頃に集落で演奏されていたガムラン・プンテインの復興を思いついたという

(Widana,p.C.,2010)。 ウイダナは、「シナル・イスワラJで演奏していた何人かのプンテイ

ン演奏者に指導を依頼 し、その後、2007年 9月 に新 しいグループ「ムル ドウ・コマラ

Merdu Komala」 を設立し、2009年 、2010年 のバリ芸術祭のオープニングのパレードにカ

ランガスム県代表として演奏するなど現在でもその活動が続けられている。

現在のプンテインを用いた活動

本項では、2010年 に調査したガムラン・プンテインのグループ「ムルドウ・コマラ」と、

ゲンジエツのグループ「ゲンジェツ・ストレスJの二つのプンテインを用いて活動するグルー

プについて、プンテインに焦点を当て活動の現状について報告したい。

1)「ムルドウ・コマラJの活動

写真11「ゲンジェツ・ス トレス」の上演の様子
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「ムル ドゥ・コマラJは現在、アムラブ

ラ周辺で唯一、ガムラン・プンティンの活

動を行うグループである。リーダーのウィ

ダナは、グループが一集落に属 していると

は考えておらず、興味がある者は誰でも参

加できるグループであることを強調する。

事実、すべてのメンバーがアムラプラ出身

ではないが、どのメンバーもカランガスム

の文化的アイデンティティの一端を担って

いるという意識が高 く、年一度のバ リ芸術

祭の開会セレモニーにカランガスム県の代

表 として出演 していることを誇 りに感 じている。バリ芸術祭以外の上演機会としては、ァム

ラプラ周辺の個人宅で行われる儀礼の余興のほか、カランガスム県主催の行事、また火葬儀

礼ではガムラン・アンクルン gamelan angklungの 代用 として、そのレパー トリーを演奏

する。

このグループの編成は、プンティン (7台)に加えて、スリン (3本 )、 クンダン (2台 )、

チェンチェン、カジャル、プル、クンプル、クレントンなどが加わる。

「ムル ドゥ・コマラJの レパー トリーはひじょうに多い。ペロッグ音階スリシル selisir

旋法で演奏 される 《オレッグ・タムリリンガン 010g tamulilingan》 、《パニャンブラマ

Panyanbrama》 、《ゥィラナタ Wiranata》 をはじめとしたゴング・クビャルで演奏される

有名な舞踊群の多数のレパー トリーに加え、五音スレンドロ音階で演奏 されるジョゲッ
jogedの レパー トリーも複数ある。さらにガムラン・アンクルンのレパー トリーも多い。

加えて、芸術大学を卒業 したメンバーが新曲を次々と創作 し、一曲の中でペロッグ、スレ

ンドロ音階の他、ゲンジェッが登場する作品など、新曲のレパー トリーも数多い。今後はペ

ロツグ音階の中のスリシル旋法だけでなく、他の旋法も用いた作品の上演を計画 している.

このグループが用ぃるプンティンは、メンバーやメンバーの親族が製作 している。写真10

に示 したネックをギター型にしたプンティンはこのグループのオリジナル楽器である。さら

に、このグループでは、合板ではなく一枚板を用いた共鳴箱を製作 したり、ジャカルタでス

テンレス製のねじ巻き部品を調達するなど、その素材選びも徹底 して行っている。弦は 9本
で中央の 3本がギターの第 4弦で両脇の 3本ずつは第 2弦 を用いている。当初は電気的な増

幅装置を付けなかったが、今ではエレキギターに用いるよ曽幅装置を付け、アンプを通 して演

奏 している。

写真12 ジョゲッを練習する「ムル ドゥ・コマラJ
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2)「ゲンジェッ・ストレスJの活動

「ゲンジェッ・ストレスJは 、先に述べたようにジヤスリ村の有名なゲンジェッのグルー

プで、1996年 に録音して発売されたカセツトテープの人気により、またたく間にバリ全tに

知られることになった。2001年 までに全 6本のカセットをリリースした。1990年代後半には

毎週のようにバリ各地からの上演依頼がある一方で、各地から依頼されてゲンジェッの指導

も行っている。1990年代後半から始まった州政府主催のコンテストの影響もあって、ゲンジェッ

は、カランガスム県の芸能からバリ全土の芸能へと変わっていき、バリ各地にゲンジェッの

グループが設立されていつたことで、「ゲンジェ・ストレス」もそうした中で上演機会が減

少した上、メンバーが他村に流出したことを機に上演回数も激減することになった。

1995年から用いているプンテインはメンバーの一人が製作したもので、ギター用の糸巻き

が用いいれ、弦は全 6本である。しかし現在ではそのプンテインは用いられずに、日本の鈴

木楽器の大正琴が用いられている。この大正琴は、現在は日本在住のジヤスリ村のプンテイ

ン奏者の弟が、バリに見帰りしたときに土産として持参したという。しかしメンバー達は、

プンテインと大正琴の歴史的関係は全く知らず、日本にもプンテインと類似の楽器があると

とらえている。また、その演奏方法もプンテインと同じである (写真13)。 なお、写真14は、

ジャスリ村が日本の大正琴を使用する前の楽器と、大正琴を並べて撮影したものである。

写真13 プンティンのかわ りに大正琴を

演奏する奏者

おわ りに

本稿では、これまでほとんどそ

写真14 ジャスリ村のプンティンと (写真下)現在用いている大正

琴 (写真上)

の存在や活動が知られていなかつたバリ東部で用いられる
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い圧

　

１

大正琴を起源にもつ楽器プンティンについて述べてきた。2010年 に調査をしたガムラン・プ
ンティンとゲンジェッで用いられるプンティンについては具体例をあげて報告 したが、これ
らの活動 とは別にアムラプラに点在するイスラム集落においては、ヵランガスムでプンティ
ンが最初に用いられてぃた芸能が今なお上演されている。 しかし、こぅした上演形態につい
てはまだニュリン集落で一度インタヴューを行っただけで、実際の芸能の調査を行っていない。今後はルバナ、ルダットなどの芸能とプンティンがどのように関わってぃるかを調査す
る予定である。

本稿のもととなった調査は、文部科学省科学研究費補助金 (基盤研究C)|こ ょる研究「インドネシア地方分権
下のバリにおける文化復興運動と文化政策にみる芸能の変容J(研究代表者 :梅田英春,平成22年度～24年度)

および「楽器におけるわざ学の伝承とグローバリゼーション」 (研究代表者 :田中多佳子,平成20年度～22年
度)の一部として行われた。

2 イスラム集落であるニュリン集落にて撮影

3 著者 ドゥィパャナの許諾を得たうえで、本論文の参考文献に加えた。
4 声楽アンサンブル。演者は歌ぃ手のほか、囃し手はガムランの楽器の音のオノパ トペを用いる日によるガムラ

ン。歌にはバリ語ではなく、ロンボック語が用いられる。

5 ルバナは中近東を起源にした片面太鼓で、ィンドネシアでは主としてィスラム圏で使用される楽器。またルバ
ナは、この楽器が中′し、に用いられる器楽アンサンブルの名称でもあり、ここでは後者の意味で用いられている。6 ロンボックに住むササック族が伝承 している影絵人形芝居ワヤンの形態。人形の形はバリやジャヮとも異なり、
演目もササック族に伝わる物語やイスラムと関わる演日が上演される。

7 この説については、疑問点がある。なぜならば、チャクプンは基本的には声楽アンサンブルであり、スリンや
ルバーブが入る事例はあるもののプンティンが用いられているという記述は見当たらない。またヮャン・ササッ
クについても、ロンボックにおいてプンティンが用いられている記述はない。ただし、バリに伝播されたこれ
ら三つの芸能には、1990年代にはプンティンが用いられていた (今 なお用いられてぃるものもある)ため、ク
リシュナはそうしたバリで上演されている状況から自分の説を唱えてぃると思われる。

8 ログットrOdatと もよばれる。インドネシアの武術シラット silatの 所作を取り入れた隊列舞踊で、ィスラム
の影響を強く受けているインドネシア各地に見られる。

ドウイパヤナヘのインタヴューによると、 ドゥィパャナ自身はロンタルを確認 したわけではなく、ブダクリン
村在住の僧侶から、ロンタルに記述があることを聞いたとぃぅ (pc,Dwipayana 2010)
1995年 に設立。ス トレスは、seni Tradisional Remaia Desa Jasri(ジ

ャスリ本J伝統芸術青年会)の省略形。
Bali RecOrd(B_935)
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